
 

 

 

 

 

 

フィードバック          教頭  松   保 子 

先日、卒業生の保護者から、学校に小包が届きました。添えられていた手紙の５枚の便箋には、本校

での学びが現在の安定した生活に結び付いていること、職場では周りの方の厳しくも温かい見守りの中、

明るく意欲的に働いていること、朝３時からのシフトにも自分で起きていることなどが書かれており、

ここまで支え協力してくれた、祖父母や保育園からの先生方、保護者仲間等への感謝が熱く伝わってき

ました。報われたと感じるうれしい出来事でした。 

思い返すと、この卒業生は入学当初、コミュニケーションや対人関係に課題が多く、在学中にも学校

内外でトラブルがありました。そんな生徒にどのような指導が功を奏したのか。一つのエピソードとし

て、当時の担任から次のようなことを聞きました。「頭から言い聞かせるのではなく、淡々と対応しまし

た。一連の経過や問題となる言動の意図、その結果は本人の望むものになったのかを聞き取り、紙に書

き留め、相手の気持ちや今後の関係性を想像させました。正義感に真っすぐな生徒は、『あっ、そうか。

しまった～』と、自分の言動が相手を威圧していたこと、期待とは真逆の結果になってしまったことに

気付き、相手に詫びて関係を修復することができました。」以下は、その生徒の卒業アルバムの作文です。 

 
 

 

 

 

本校は今年度、開校１０周年を迎え、卒業生は１２３名となりました。 

保護者や関係機関、関係企業等の協力を得ながら、その一人一人の事例 

から、目指す生徒像、取組、生徒に向き合う姿勢等を振り返り、在校生 

や未来の入学生にフィードバックしていきたいと思います。 

 

◇就労支援ネットワーク構築委員会 

２月２２日（水）に第２回就労支援ネットワーク構築委員会を開催しました。企業や関係機関の方、

保護者代表、教職員が集い、学校での進路指導の取組を報告したり、就職した後の定着支援について協

議したりしました。関係機関の方からのご意見を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労先で長く働き続けるために、私達が日頃からできることをたくさん教えていただきました。 

 

富山県立高岡高等支援学校進路指導部 

 令和５年２月２８日発行 

 

 

・本校の生徒は仕事面のスキルは高いと感じる。在学中に、メンタルトレーニングを行って、自

分の心をコントロールする力を身に付けてほしい。（企業） 

・本校卒業生と定期的に面談を行っていたが、面談の間隔が開いたときに、問題を抱えているこ

とが分かった。面談をして心を開いてもらうことの大切さを実感している。（企業） 

・学生気分からの切り替えが必要だが、子供は全て自分でできるわけではない。保護者は本人の

気持ちの代弁者として、本人を支えてほしい。そして、少しずつ本人との距離をおくようにし

てほしい。               （障害者就業・生活支援センター） 

・誰にでも挨拶ができること、報・連・相ができること、困ったときは誰かに相談できることが

大切。注意されても、感情をコントロールできるようになってほしい。（ハローワーク) 

 

僕の心に残った最初の思い出は入学式です。僕はどんな人が居るのかと周りを見回していまし

た。この頃の僕はまだ中学生の荒れた心があって表情が怖い感じで目付きも鋭かったので、皆から

も怖がられました。でも、色んな人に話し掛けて皆と仲が深まりました。（中略）入学してあれから

３年もたちましたが抱えきれない程のよい思い出でいっぱいです。 
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◇進路学習会               

 １２月１９日（月）に、進路学習会「先輩から学ぼう」を行いました。 

卒業生から在学時の企業就労決定から現在に至るまでの体験談を聞き、生徒が自分の現状と比較すること

で、自分の生活を見つめ直したり、卒業後の生活をより具体的にイメージしたりする機会となりました。 

密を避けるため、２．３学年の生徒は会議室で、１学年の生徒はオンラインによる図書室での参加に

なりました。 

講話１ 株式会社小松製作所 氷見工場           池田 風輝 氏（Ｒ２年度卒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

講話２ 社会福祉法人あかね会特別養護老人ホームあさひ苑アネックス 

                             一川 晃誠 氏（Ｒ２年度卒）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇３学年 移行支援会議について 

 就業体験を積み重ね、事業所から内々定をいただいた３年生は、１月から３月に「移行支援会議」を

行います。この会議の目的は、学校生活から職業生活へのスムーズな移行を図ること、職場定着のため

の支援体制を確認することで、本人、保護者、就労先の担当者、本校教員、障害者就業・生活支援セン

ターの支援ワーカーなど、支援機関の担当者が集まって行います。 

 ○会議の内容 ・求人票を基に、雇用内容の確認 

        ・本人や家庭環境等に関する情報の共有 

        ・在学中に行った支援や、合理的配慮について 

        ・障害者就業・生活支援センターなどの支援機関の説明 

        ・卒業後のアフターケアについての説明 

本校を卒業した生徒が、それぞれの場所でやりがいを感じながら生活できるように、教職員全員で応

援しています。 

 

 

＜生徒の感想＞ 

・挨拶や体力が必要であることが分かりました。 

・周りと協力しながら働くことが大切だと分かりました。 

・新しい仕事がどんどん増えているなんてすごいなと思いました。 

・仕事をする上で、優先順位を決めて計画的にすることを学びました。 

・感謝をされた時が一番嬉しいと言われたことが印象的でした。 

 

 

 

主な仕事   …メール便の仕分け、配達、事務所の清掃 

苦労したこと …仕事の手順を覚えること 

やりがいや喜び…新しい仕事を任された時 

大切なこと  …健康管理 

これからの目標…人の役に立てる社会人になること 

主な仕事   …階段やトイレの清掃、手すりの消毒 

苦労したこと …利用者さんとの接し方 

嬉しいこと  …利用者さんや職員の方から感謝の言葉をもらった

こと 

学生時代に身に付けたらよいこと… 

分からないことは自分から質問する 

https://illustration.jp.net/%E6%8E%88%E6%A5%AD%E9%A2%A8%E6%99%AF01/
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第２学年 第３回就業体験を終えて 

２学年主任 尾田 智加子  

１月 16日～27日に、今年度３回目の就業体験を行いました。今回は、３学年での就業先の決定に向けて、

自分に合った職種を選択するため、または自分に合った職種かどうかしっかり見極めるために行いました。

昨年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で一度しか就業体験ができなかったことから、今年度は合わせ

て３回就業体験をさせていただきました。振返りでは「いろんな会社を経験したことで、自分に合った職種が

分かった。」「希望した職種で体験したけど実際は体力的に難しいことが分かった。」という声が聞かれました。

卒業後の進路を考えるために、様々な職種や実際の作業内容などについて知識を深めたり、自分自身の強み

や弱みなどについても考えたりする機会になったと考えています。 

４月からはいよいよ３学年です。生徒それぞれが自己の課題を明確にし、就労に向けて取り組んでいける

ように準備を進めていきます。今後も生徒たちに励ましや応援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就業体験ではいろんなことを体験させてもらって充実していた。 

・コミュニケーション力を高めて、相手に伝わるように挨拶や報告ができるようになりたい。 

・作業速度を意識して学校の作業学習でも努力したい。 

・就職に繋がるように３年生の就業体験は頑張りたい。 

 

リサイクル業 清掃業   製造業 

生

徒

の

感

想 

高岡市 

・日本重化学工業株式会社 高岡事業所 

・旭千代田工業株式会社 高岡工場 

・有限会社双葉金属工業所 

・丸喜産業株式会社 立野工場 

・北陸アルミニウム株式会社  

・株式会社とらいあんぐる 

・社会福祉法人 あかね会 特別養護老人ホーム 

あさひ苑アネックス 

・社会福祉法人 射水万葉会  

特別養護老人ホーム二上万葉苑 

南砺市 

・株式会社ホーエ 

・株式会社林商店 福野本社 

富山市 

・朝日印刷ビジネスサポート株式会社 

・北陸電力ウィズスマイル株式会社 

 

射水市 

・東洋紡株式会社 富山事業所 庄川工場 

・JFEミネラル株式会社 

・株式会社エスケーシー 

氷見市 

・株式会社中村機械 

・株式会社小松製作所 氷見工場 

小矢部市 

・株式会社ゴールドウインロジテム 

・株式会社ワールドインダストリー富山 

・社会福祉法人 手をつなぐとなみ野 

砺波市 

・株式会社砺波製作所 

・宮窪建設株式会社 

・障害者就労継続支援施設 新の葉 

石川県 

・社会福祉法人 佛子園 share金沢 

 

○協力企業 ～ご協力いただき、ありがとうございました～ 

 



・目標にしていた「集中して作業をする」を達成することができた。 

・自分の好きな作業が分かったり、仕事にやりがいを感じたりした。 

・苦手な作業も繰り返し取り組むことで、できるようになってきて嬉しかった。 

・今後、何事も諦めずに取り組んで、色々なことを身に付けていきたい。 

・２年生の体験では、今回の課題を克服できるように頑張りたい。 

 

◇第１学年 第２回トライアル就業体験を終えて 

                      １学年主任 中川 哲之   

1月 23日～27日に２回目のトライアル就業体験を行いました。１回目で学んだことや反省したことを生か

し、それぞれが事前に立てた目標をしっかり自覚して取り組むことができたのではないかと思います。その

後、各事業所からは、概ね良かったという評価をいただいたものの、「挨拶」に関しては、もっと積極的に元

気に行ってほしいという声をいくつか伺いました。将来の就労を見据え、今後も、家庭の中で、お互いに挨拶

を交わすことのできる雰囲気作りを心掛けていただきたいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 段ボールの仕分け作業        野菜の箱詰め作業        ラインでの箱詰め作業 
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○協力企業  ～ご協力いただき、ありがとうございました～                                                                        

 高岡市                    

 ・中部薬品株式会社 V・drug 戸出店      

・ハリタ金属株式会社             

・ウエルシア薬局株式会社 高岡姫野店  

・アルビス株式会社 美幸町店  

・有限会社 荒木商会                                          

・アロン包装株式会社  

・アルビス株式会社 タピス店 

・マクドナルド 高岡駅南店       

・株式会社PERSON’S 

障害者就労継続支援施設 あかり  

・イオンリテール株式会社 イオン高岡南店  

・株式会社OASIS                 

就労継続支援A型事業所 ひまわり        

小矢部市  

・ピアゴ小矢部店               

                                 

  

         

 

 

                        

  

氷見市 

・株式会社M’pro 

射水市 

・アイシン軽金属株式会社 

・コストコホールセールジャパン株式会社 

コストコ射水倉庫店 

・ミユキ化成株式会社 

・株式会社プレステージ・インターナショナル 

富山 BPOタウン 

砺波市 

・ヤマト運輸株式会社砺波営業所 

・となみ野農業協同組合 

・新越部品株式会社 

南砺市 

・南砺市民病院 


